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無料レポート 
 

知らない被害者は大損します！ 

 
 
【緊急報告】 

 
交通事故ムチ打ち症で通院中の方はすぐ読んで下さい！ 

 
 
赤鬼の 

「ムチ打ち症の落とし穴」 
 
 

 

赤川 静雄 著 
 

「交通事故後遺障害慰謝料、損害賠償請求を考える会」代表  
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【著作権について】 

 
  本書は著作権法で保護されている電子書籍です。 
 
本書の取り扱いについては以下の点にご注意ください。 

 
■ 本書の著作権は「交通事故後遺障害慰謝料、損害賠償請求を考える会」 
 
代表 赤川 静雄にあります。 

 
■ 上記人の文書及びその他考えうる手段を用いて、許可なく、本書の一部又は 
 
全体をあらゆる手段（HP・ブログ・メルマが・電子ファイル・ビデオ・ 
 
印刷物など）による複製、流転用・記載、転売することを禁じます。 

 
■ 著作権法違反は三年以下の懲役若しくは三百万円以下の罰金刑に処せられ 

 
ますのでご注意下さい。 

 
【免責事項について】 

 
本書は著者の経験によって書かれているものであり、全ての読者様の利益を 
 
約束・保証するものではございません。 
 
全て自己責任において行動をお願いし、本レポートを使用したことで、 
 
なんらかの不利益が生じましても、当方は一切責任を取らないものとします。 
 
 
Ｈ Ｐ 「究極の交通事故損害賠償請求完全マニュアル」  
     http://www.jiko-zero.info/jiko-zero.html 

 

赤鬼の「ザ・慰謝料」【完全版】 

     http://intelli.sakura.ne.jp/akaoni.html 

 

ブログ  http://safely.blog115.fc2.com/ 

 
まぐまぐ http://www.mag2.com/m/0000241683.html 
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最新版の Adobe Readerをダウンロードしてください 
 
 
 

本マニュアルは最新版の Adobe Readerでご覧ください。 

 

旧バージョンの Readerで、一部文字切れ、印刷不能などの 

 

症状が確認されています。 

 

最新バージョンをご利用されますと、本文中のＵＲＬから直接リンク 

 

できますのでマニュアルがさらに利用しやすくなります。 

 

 http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/readstep2.html 
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交通事故ムチ打ち症で通院中の方はすぐ読んで下さい！ 

 

「ムチ打ち症の落とし穴」 
 
 

                          赤鬼 赤川静雄 

 

追突事故などでムチ打ち症になり現在通院中の方は、たかがムチ打ち症と馬

鹿にしないで下さい。 

 

ムチ打ち症には色々な病態があり、場合によっては後遺障害を残す可能性も

ありますので、受傷初期よりきちんとした治療をしていないと、後遺症が残

った場合後遺障害の認定を受けることが難しくなりますので、良くお読みに

なって下さい。 

 
 

ムチ打ち症は医学的には外傷性頚部症候群と言われ、頚椎捻挫を含む様々な

病態を総称しています。 

 
 

症候群という言葉の通り単なる捻挫に終わらない場合は、多くの疾病と症状

が複合的に重なる複雑な病態を形成し、下痢や視覚・聴力障害などの症状も 

現れますので注意が必要です。 
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では、外傷性頚部症候群を解説していきます。 

 

É  頚部周辺の軟部組織（筋肉・靭帯）の炎症で数ヵ月後に完治するもの 

一番多い形態であり、本来の意味での頚椎捻挫 

 

       
 

（上図は、私が私のお医者様 http://www.selfdoctor.net から引用しました） 

 

頚椎捻挫の概念は、軟部組織（靭帯・腱）が損傷を受けた部分断裂した小血管 

から内出血して炎症を起こす病態です。 

 

受傷から 2～4 日すると血腫（血液のかたまり）が出来て回復に向かいます。 

強い痛みは 2～3 週間は続きますが、次第に血腫が吸収されて回復し受傷部位 

は瘢痕組織（はんこん組織）になります。 

 

その後瘢痕組織は周囲の組織と順化し正常化します。 

受傷からこの状態になるのに 3ヶ月程度を要するので、頚椎捻挫は 3ヶ月で 

治ると一般によく言われます。 
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特に、保険会社の損害調査担当が、「全てのムチ打ち症は 3ヶ月で完治する」

と主張する根拠はここにあります。 

 

しかし、次の場合は半年から 1年の治療期間を要し場合によっては 

症状が一生残ることもあります。 

É 末梢神経（神経根）に障害を残すもの 

 

変形性頚椎症 頚椎神経根症 頚椎椎間板ヘルニア 

 
 
       
 
 
 
 

  
 

（私の eお医者さん http://www.e.oisｙasan.ne.jpより） 
 
 

変形性頚椎症・頚椎神経根症・頚椎椎間板ヘルニアはいずれも経年による退

行変性の病態です。 

 

しかし、潜在的にあった物が事故受傷を契機に発症したのであれば、これは

立派に事故の障害といえます。 
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知識の乏しい保険会社の損害調査担当は、ムチ打ちの治療は 3 ヶ月の一点張

りですが、このような傷病を発症してしまうと径年齢的な骨や組織に起因し

ていますので完治することはありえません。 

 

治療しても症状が軽減するだけですので、後遺障害を検討します。 

 
 

ここで又知識の乏しい払い渋りの損保担当者は、素因減額や相当因果関係な

どと難しい事をいって被害者をだまそうと「あなたのもともとの病気だから

事故とは関係ありませんので、治療は終わりです」と平然と言い切ります。 

 
 

「自分の骨が加齢で弱くなっていたのが悪い？」おかしな主張です。 

 

事故にあわなければ発症しなかったか、もしくは 10数年後に発症したのか 

もしれません。 

 

要するに、罪の無い見ず知らずの人に衝突し怪我をさせた加害者が悪いので

す。 

 

「疾病といえない身体的特徴（経年性変化も含む）は、損害算定にあたって 

 

考慮しない」と平成 8年 10月最高裁第三小法廷で判決が出ています。 

 

保険会社にだまされてはいけません。 
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変形性頚椎症 

 

人間は 20才を過ぎると早くも各部の退行変性が始まります。 

 

関節・脳・皮膚など全ての部分が衰え始め、例外なく頚椎も変化します。 

 

変形性頚椎症は、簡単にいえば頚椎とそれを囲む組織全体の退行であり、 

頚椎関節軟骨の磨耗や骨硬化や靭帯・筋肉等も硬化・肥厚します。 

 

そのために椎骨動脈の血行障害による症状が現れます。 

 

治療と症状はほとんどムチ打ち症と同じで、診断はレントゲン撮影でします。 

 

複数の椎間板と椎間関節の狭小化と強い骨棘（こつきょく＝骨のトゲ）形成 

があれば変形性頚椎症と診断されます。 

 

主な症状は、頭痛・眩暈・耳鳴り・吐き気・痺れ・疼痛・筋力低下・ 

筋萎縮でムチ打ち症と同じです。 

 

頚椎神経根症・頚椎椎間板ヘルニア 

 

椎間板の変性は 18～20才ぐらいからすでに始まり、個人差はありますが 

50歳にもなると頚椎全体に加齢からくる退行変性が出現しています。 

 

簡単に説明すると、頚椎の椎間板は椎体間にあるショックアブソーバ付き 

ジョイントです。 

 




